
○

民
間
資
金
等
の
活
用
に
よ
る
公
共
施
設
等
の
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
十
七
号
）
に
基
づ
く
取
決
書
の
ひ
な
形

甲
：
丙
の
任
命
権
者
、
乙
：
公
共
施
設
等
運
営
権
者
、
丙
：
国
派
遣
職
員
に
な
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
職
員
又
は
国
派
遣
職
員

（
退
職
派
遣
の
実
施
）

第
一
条

甲
は
、
丙
に
対
し
、
こ
の
取
決
め
に
定
め
ら
れ
た
内
容
に
従
っ
て
乙
の
業
務
に
従
事
す
る
よ
う
要
請
す
る
も
の
と
し
、
甲
が
丙
の
同
意
を
得
た
と
き
は
、
丙
は
退
職
し

、
引
き
続
い
て
乙
に
在
職
す
る
も
の
と
す
る
。

（
退
職
派
遣
の
期
間
）


第
二
条

前
条
に
定
め
る
退
職
派
遣
の
期
間
は
、
平
成 
○
年
○
月
○
日
か
ら
同 
○
年
○
月
○
日
ま
で
と
す
る
。


（
労
働
契
約
の
締
結
及
び
そ
の
期
間
）

第
三
条

乙
は
、
こ
の
取
決
め
に
従
っ
て
、
丙
と
の
間
で
労
働
契
約
を
締
結
す
る
も
の
と
す
る
。
当
該
労
働
契
約
の
期
間
は
、
前
条
に
定
め
る
退
職
派
遣
の
期
間
と
同
一
の
期
間

と
す
る
。

（
退
職
派
遣
の
終
了
）

第
四
条

甲
は
、
退
職
派
遣
の
期
間
が
終
了
し
た
場
合
は
、
丙
を
採
用
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、
丙
が
乙
に
お
け
る
退
職
派
遣
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
場
合
は
、
甲
乙
協
議
の
上
、
甲
は
丙
を
採
用
す
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
に
定
め
る
場
合
の
ほ
か
、
甲
の
人
事
管
理
上
の
理
由
に
よ
り
、
退
職
派
遣
の
期
間
を
短
縮
す
る
場
合
に
は
、
乙
と
協
議
の
上
、
退
職
派
遣
の
期
間
を
短
縮
し
、
甲
が

丙
を
採
用
す
る
も
の
と
す
る
。

４

前
二
項
の
場
合
で
あ
っ
て
、
退
職
派
遣
の
終
了
の
理
由
が
乙
の
責
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
乙
と
協
議
の
上
、
公
共
施
設
等
運
営
事
業
の
実
施
に

支
障
が
生
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
後
任
者
の
退
職
派
遣
そ
の
他
の
適
切
な
措
置
を
採
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条

乙
が
、
乙
の
就
業
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
丙
を
解
雇
し
た
と
き
は
、
丙
の
乙
へ
の
退
職
派
遣
の
期
間
は
終
了
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
乙
は
、
あ
ら
か
じ
め
甲

に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
前
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。
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（
業
務
内
容
）

第
六
条

丙
の
乙
に
お
け
る
業
務
内
容
は
別
紙
１
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

（
服
務
）

第
七
条

丙
は
、
そ
の
退
職
派
遣
の
期
間
中
、
こ
の
取
決
め
に
定
め
る
範
囲
内
に
お
い
て
、
乙
の
指
揮
命
令
に
従
っ
て
業
務
に
従
事
す
る
も
の
と
す
る
。

２

退
職
派
遣
の
期
間
に
お
け
る
業
務
に
係
る
丙
の
服
務
は
、
乙
の
就
業
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３

乙
は
、
丙
に
対
し
懲
戒
処
分
を
行
お
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
甲
に
対
し
、
そ
の
旨
を
、
処
分
の
理
由
の
要
旨
と
と
も
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
勤
務
条
件
等
）

第
八
条

丙
の
退
職
派
遣
の
期
間
に
お
け
る
報
酬
等
（
報
酬
、
賃
金
、
給
料
、
俸
給
、
手
当
、
賞
与
そ
の
他
い
か
な
る
名
称
で
あ
る
か
を
問
わ
ず
、
業
務
の
対
償
と
し
て
受
け
る

す
べ
て
の
も
の
を
い
う
。
）
は
、
別
紙
２
の
と
お
り
と
す
る
。

２

乙
は
、
甲
に
対
し
、
毎
月
の
丙
へ
の
支
給
報
酬
金
額
及
び
支
給
明
細
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３

丙
の
勤
務
場
所
は
、 
○
○
と
す
る
。

４

丙
の
退
職
派
遣
の
期
間
に
お
け
る
勤
務
時
間
、
休
日
、
休
暇
等
は
、
就
業
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

５

乙
は
、
丙
が
退
職
派
遣
の
期
間
中
に
死
亡
に
よ
り
退
職
し
た
場
合
に
は
、
第
一
条
の
退
職
を
せ
ず
、
引
き
続
き
公
務
員
と
し
て
在
職
し
、
同
様
の
理
由
に
よ
り
退
職
し
た
と

し
た
な
ら
ば
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
退
職
手
当
に
相
当
す
る
額
を
丙
の
相
続
人
に
支
給
す
る
も
の
と
す
る
。

６

乙
は
、
丙
に
対
し
、
退
職
手
当
等
（
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
三
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
退
職
手
当
等
（
同
法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
退
職

手
当
等
と
み
な
さ
れ
る
も
の
を
含
む
。
）
を
い
う
。
）
を
支
給
し
な
い
も
の
と
す
る
。

７

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
丙
の
退
職
派
遣
の
期
間
に
お
け
る
勤
務
条
件
は
、
就
業
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
社
会
保
険
）

第
九
条

丙
の
社
会
保
険
に
関
し
、
年
金
に
つ
い
て
は
厚
生
年
金
保
険
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
）
及
び
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二

十
八
号
）
の
規
定
を
適
用
し
、
そ
れ
以
外
に
つ
い
て
は
乙
が
健
康
保
険
、
介
護
保
険
、
雇
用
保
険
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
を
、
関
係
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
適
用

し
取
り
扱
う
。

２

丙
は
、
所
属
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
へ
継
続
長
期
組
合
員
の
届
出
を
行
い
、
乙
は
関
係
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
の
組
合
員
た
る
厚
生

年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
に
係
る
保
険
料
（
乙
の
負
担
す
る
分
に
限
る
。
）
、
退
職
等
年
金
給
付
に
係
る
事
業
主
負
担
金
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
を
負
担

す
る
ほ
か
、
丙
に
支
給
す
る
給
与
か
ら
国
家
公
務
員
共
済
組
合
の
組
合
員
た
る
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間
に
係
る
保
険
料
（
丙
の
負
担
す
る
分
に
限
る
。
）

及
び
退
職
等
年
金
給
付
に
係
る
掛
金
を
徴
収
し
、
払
込
み
を
取
扱
う
。
こ
の
場
合
に
お
け
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
の
組
合
員
た
る
厚
生
年
金
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
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間
に
係
る
保
険
料
、
退
職
等
年
金
給
付
に
係
る
事
業
主
負
担
金
及
び
掛
金
並
び
に
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
の
徴
収
等
に
つ
い
て
は
別
紙
３
の
と
お
り
と
す
る
。

（
福
利
厚
生
）

第
十
条

丙
が
退
職
派
遣
の
期
間
に
お
い
て
利
用
で
き
る
乙
の
福
利
厚
生
の
内
容
は
、
別
紙
４
の
と
お
り
と
す
る
。

第
十
一
条

国
の
職
員
と
し
て
復
帰
し
た
後
に
、
丙
が
乙
の
業
務
に
係
る
傷
病
を
理
由
と
し
て
、
退
職
又
は
休
業
を
し
た
場
合
に
は
、
甲
及
び
乙
は
、
丙
の
不
利
益
と
な
ら
な
い

よ
う
、
誠
実
に
対
応
す
る
も
の
と
す
る
。

（
退
職
派
遣
の
状
況
の
報
告
）

第
十
二
条

乙
は
、
甲
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
、
丙
の
乙
に
お
け
る
勤
務
条
件
及
び
業
務
の
従
事
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
と
す
る
。

（
取
決
め
と
公
共
施
設
等
運
営
権
実
施
契
約
と
の
関
係
）

第
十
三
条

こ
の
取
決
め
は
、
公
共
施
設
等
運
営
権
実
施
契
約
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と
す
る
。

（
取
決
め
の
変
更
）

第
十
四
条

甲
及
び
乙
は
、
協
議
の
上
、
甲
に
お
い
て
丙
の
同
意
を
得
て
、
こ
の
取
決
め
の
定
め
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
疑
義
等
の
決
定
）

第
十
五
条

こ
の
取
決
め
に
定
め
の
な
い
事
項
及
び
こ
の
取
決
め
に
疑
義
が
生
じ
た
場
合
は
、
甲
と
乙
が
協
議
し
て
定
め
る
も
の
と
し
、
必
要
な
場
合
に
お
い
て
は
、
丙
の
同
意

を
得
る
も
の
と
す
る
。

（
そ
の
他
）

第
十
六
条

こ
の
取
決
め
を
証
す
る
た
め
、
甲
と
乙
は
、
本
書
二
通
を
作
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
記
名
押
印
の
上
、
そ
の
一
通
を
保
管
す
る
。

２

甲
は
、
こ
の
取
決
め
の
内
容
を
丙
に
提
示
す
る
も
の
と
す
る
。

【
別
紙
１
】

１ 

○
○
に
関
す
る
こ
と
。

２

そ
の
他
上
記
業
務
に
附
随
す
る
こ
と
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【
別
紙
２
】

１

報
酬
年
額
（
第
八
条
の
報
酬
等
か
ら
、
通
勤
手
当
、
特
殊
勤
務
手
当
、
超
過
勤
務
手
当
、
休
日
給
、
宿
日
直
手
当
及
び
管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
に
相
当
す
る
も
の
を
除
く

。
）
 ○

○
円


（
内
訳
）
月
額
給
与 

○
○
円 ×

十
二


２

支
給
方
法

毎
月 
○
日
を
支
給
定
日
と
し
て
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
支
給
定
日
が
日
曜
日
に
当
た
る
と
き
は
支
給
定
日
の
前
前
日
に
、
支
給
定
日
が
土
曜
日
に
当
た
る
と
き
は
支
給
定
日

の
前
日
に
、
支
給
定
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
支
給
定
日
の
翌
日
に
支
給
す
る
。

３

通
勤
手
当

就
業
規
則
に
基
づ
い
て
、
通
勤
手
当
を
支
給
す
る
。

４

賞
与
・
半
期
手
当

一

丙
の
乙
へ
の
退
職
派
遣
の
期
間
中
の
賞
与
・
半
期
手
当
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
賞
与
」
と
い
う
。
）
は
、 
○
○
円
（
六
か
月
勤
務
相
当
分
）
と
す
る
。
た
だ
し
、
乙

の
○
○
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
賞
与
の
計
算
期
間
（
六
か
月
）
に
お
け
る
欠
勤
日
数
等
に
応
じ
て
減
額
す
る
。

二

前
号
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
平
成 
○
年
○
月
○
日
か
ら
同
年 
○
月
○
日
ま
で
の
間
は
、
賞
与
の
減
額
の
対
象
と
し
な
い
。

三

丙
に
支
給
す
る
賞
与
は
、
六
月
二
日
か
ら
十
二
月
一
日
ま
で
及
び
十
二
月
二
日
か
ら
翌
年
六
月
一
日
ま
で
を
計
算
期
間
と
し
て
、
十
二
月
及
び
翌
年
六
月
に
支
給
す
る
も

の
と
す
る
。

四

第
一
号
か
ら
第
三
号
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
丙
が
引
き
続
い
て
甲
の
職
員
と
な
る
た
め
退
職
を
し
、
か
つ
、
引
き
続
き
甲
の
職
員
と
し
て
在
職
し
た
と
き
は
、
退
職
日

の
属
す
る
計
算
期
間
の
賞
与
は
支
給
し
な
い
。

五

第
一
号
に
定
め
る
金
額
に
つ
い
て
は
、
二
年
目
以
降
、 
○
○
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
職
務
内
容
又
は
勤
務
形
態
に
応
じ
て
、
同 
○
○
に
定
め
る
事
項
及
び
社
会
一
般

に
お
け
る
処
遇
状
況
を
考
慮
し
て
、
変
更
す
る
こ
と
が
あ
る
。

【
別
紙
３
】

１

乙
は
、
丙
の
所
属
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
乙
の
丙
に
対
す
る
毎
月
の
支
給
報
酬
金
額
又
は
期
末
手
当
等
の
額
を
通
知
す
る
。
支
給
報
酬
金
額

又
は
期
末
手
当
等
の
額
の
変
更
の
場
合
に
も
、
そ
の
都
度
通
知
す
る
。

２

乙
は
、
丙
の
所
属
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
か
ら
、
標
準
報
酬
の
算
定
の
基
礎
と
な
っ
た
報
酬
月
額
又
は
期
末
手
当
等
の
額
、
標
準
報
酬
月
額
・
等
級
又
は
標
準
期
末
手

当
等
の
額
、
掛
金
額
、
負
担
金
額
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
額
等
の
通
知
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。
標
準
報
酬
の
定
時
決
定
、
随
時
改
定
の
際
に
も
、
そ
の
都
度
通
知
を

受
け
る
も
の
と
す
る
。
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３

乙
は
、
丙
に
対
す
る
報
酬
の
支
給
時
に
丙
か
ら
徴
収
し
た
掛
金
、
事
業
主
負
担
分
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金
を
、
丙
の
所
属
す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合
の
指
定
す
る

方
式
に
従
い
、
同
組
合
の
指
定
す
る
口
座
に
振
り
込
む
も
の
と
す
る
。

【
別
紙
４
】

１

健
康
診
断
の
実
施

２ 

○
○
○ 
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